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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
、
免
除
、
又
は
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■

免
除
申
請　

本
人
、
配
偶
者
及
び
世

　

帯
主
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査

　

し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
、

　

又
は
一
部
が
免
除
に
な
り
ま
す

■

若
年
者
納
付
猶
予
申
請　

30
歳
未
満

　

の
か
た
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前

　

年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
し
、
承
認

　

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

　

れ
ま
す

※
全
額
免
除
、
又
は
若
年
者
納
付
猶
予

　

の
継
続
申
請
を
希
望
し
た
か
た
は
、

　

自
動
的
に
審
査
さ
れ
、
結
果
通
知
書

　

が
送
付
さ
れ
ま
す

※
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、

　

６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
は
市
保
険

　

年
金
課
年
金
係
で
手
続
き
が
必
要
で
す

※
法
律
改
正
に
伴
い
、
２
年
１
か
月
前

　

の
月
分
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請
を
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
℡
49-

３
７
１
２
）、又

は
市
保
険
年
金
課
年
金
係
（
内
線
６
１

８
）
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

保
険
料
の
納
付
で
お
困
り
の
か
た
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

年　金
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
又
は
在
勤
で

ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
あ
る
か
た

募
集
人
員　

２
人

任
期　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

内
容　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
い
っ

そ
う
推
進
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
（
年
に
２

回
程
度
予
定
）

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
31
日
㈭
ま
で

に
、
申
込
書
（
城
沼
総
合
体
育
館
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に 

「
こ

れ
か
ら
の
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
４
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
直
接
、
又
は
郵
送
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
管
理
係
（
〒
３
７
４ -

０
０

１
７　

つ
つ
じ
町
14-

１　

同
館
内　

℡
74-

２
６
１
１
）
へ

募　集

ス
ポ
ー
ツ
懇
話
会
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

館
林
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
振
興
の
た
め
に

　

れ
た
か
た
は
、
同
26
年
１
月
１
日
現

　

在
の
住
所
地
で
同
25
年
分
の
所
得
内

　

容
を
確
認
で
き
る
証
明
書
（
所
得
額
・

　

控
除
額
・
扶
養
人
数
・
住
民
税
の
課

　

税
の
有
無
な
ど
記
載
の
あ
る
物
）
を

　

取
り
、
７
月
下
旬
に
発
送
す
る
通
知

　

と
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
同
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
か
た
で
福

祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ピ
ン
ク
色
）

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
７
月
31
日
㈭
で

有
効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

７
月
下
旬
に
発
送
す
る
通
知
を
確
認
し

て
、
保
険
年
金
課
で
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
か
た
、
更
新
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

お知らせ

　　　　

平
成
26
年
度
か
ら
不
妊
治
療
の
助
成

対
象
が
広
が
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
不
妊
治
療

①
一
般
不
妊
治
療

②
不
育
治
療 不

妊
治
療
の
助
成
対
象
が
広
が
り
ま
し
た

不
妊
治
療
に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

お知らせ

③
特
定
不
妊
治
療

助
成
額
及
び
助
成
回
数
　

▪
①
②
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
費
、
又

　

は
合
算
し
た
治
療
費
の
自
己
負
担
額

　

の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
年
度
当

　

た
り
の
助
成
上
限
額
が
５
万
円

▪
③
は
、
治
療
費
の
自
己
負
担
額
の
２

　

分
の
１
以
内
と
し
、
１
回
の
助
成
上

　

限
額
が
10
万
円
、
１
年
度
当
た
り
２

　

回
ま
で
助
成

※
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
対

　

象
と
な
る
場
合
は
、
治
療
費
か
ら
そ

　

の
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分

　

の
１
以
内
と
な
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
申
請
書
（
保
健
セ

ン
タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
を
直
接
、
健
康
推
進
課
（
同
セ

ン
タ
ー
内　

℡
74-

５
１
５
５
）
へ

　

県
民
一
人
一
人
が
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
を
身
に
付
け
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

た
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
や
交
通
マ
ナ

ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

期
間　

７
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

問
合
せ　

安
全
安
心
課
交
通
政
策
係（
内

線
３
２
９
） 夏

の
県
民
交
通
安
全
運
動

～
事
故
の
な
い　

群
馬
は
あ
な
た
の　

注
意
か
ら
～

お知らせ

カスミ
ストア

マクド
ナルド

国道354号

事故多発
危険交差点

美園町

緑町一丁目

新宿一丁目

危険交差点情報

停止線ではしっかり止まっ
て、安全確認をしましょう

館
林
市
議
会
議
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙

を
行
い
ま
す
。

告
示
日　

９
月
14
日
㈰

投
票
日　

９
月
21
日
㈰

定
数　

20
人

立
候
補
予
定
者
等
説
明
会

　

市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
届
出
手

続
き
と
、
選
挙
運
動
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

８
月
６
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

市
議
会
議
員
選
挙
と
立
候
補
予
定
者
説
明
会

あ
な
た
の
一
票
で
館
林
の
未
来
が
決
ま
る

選　挙

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
１
会
議
室

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
者
は
立

　

候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
３
人
以
内

　

で
お
願
い
し
ま
す

共
通
事
項

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
行
政
課
内　

内
線
３
１
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

　

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
紫
色
）
を
、
７
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険
者

証
は
、
保
険
年
金
課
、
公
民
館
、
又
は

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
更
新

　　　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
自

己
負
担
額
、
食
事
療
養
費
な
ど
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。
新
し

い
認
定
証
を
初
め
て
受
け
取
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

※
平
成
25
年
８
月
以
降
に
同
認
定
証
の

　

交
付
を
受
け
、
現
在
も
継
続
し
て
該

　

当
す
る
か
た
で
、
平
成
26
年
度
の
住

　

民
税
が
非
課
税
世
帯
の
か
た
は
申
請

　

不
要
で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
に

　

認
定
証
が
同
封
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
く
だ
さ
い

対
象　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
い
る
被

保
険
者

持
参
す
る
物　

身
分
証
（
本
人
確
認
で

き
る
物
）、後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
鑑
（
浸
透
印
不
可
）

※
別
世
帯
の
代
理
申
請
は
委
任
状
が
必
要

申
請
先　

８
月
１
日
㈮
か
ら
、
同
給
付

係
へ

共
通
事
項

問
合
せ　

同
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

被
保
険
者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

お知らせ

　　

花
と
緑
を
通
じ
た
交
流
や
美
し
い
町

並
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
一
般
家

庭
や
事
業
所
な
ど
の
庭
を
公
開
す
る「
た

て
ば
や
し
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
の
平

成
27
年
度
新
規
庭
主
さ
ん
を
募
集
し
ま

す
。
現
在
22
軒
の
庭
主
さ
ん
が
認
定
を

受
け
、
自
慢
の
庭
を
公
開
し
、
花
が
好

た
て
ば
や
し
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
庭
主
さ
ん
募
集

自
慢
の
庭
を
一
般
の
か
た
に
公
開
し
ま
せ
ん
か
？

募　集

き
な
か
た
と
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

草
花
や
樹
木
を
主
と
し
た
、
個

人
や
事
業
所
な
ど
の
庭

※
広
さ
や
形
状
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん 

公
開
時
期　

各
庭
の
状
況
に
応
じ
て
公

開
で
き
ま
す

参
加
費　

無
料 

申
込
み
・
問
合
せ　

申
請
書
（
緑
の
ま

ち
推
進
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
緑
化
政
策
係
（
〒

３
７
４

─

８
５
０
１　

市
役
所
内　

内

線
４
１
６　

　

72-

３
２
９
７　

m
idori@

city.tatebayashi.gunm
a.jp

）へ
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　７月７日の七夕は、家庭や職
場でのCO₂削減の取り組みを推
進する日、「クールアースデイ」
として定められています。また、
この日は午後８時から10時の間、
電気を使用している施設や家庭
へ消灯を呼びかける「ライトダ
ウンキャンペーン」も、全国各
地で実施されます。
　市でも、駅前の竜の井広場で、
「竜の井キャンドルロード」を
実施します。ここで使用するキ
ャンドルは、市民の皆さんから
回収した使用済みの食用油をリ
サイクルして作ったものです。
廃油キャンドルを使用したエコ
なキャンドルロードにぜひ足を
運んでみてください。
　皆さんも、身近な電気の明か
りを消して、キャンドルに灯を
ともし、すてきな夜を過ごして
みませんか？
　また、この機会に家庭内でも
電気に頼ったふだんの生活を見
直してみませんか？キャンドル
ナイトを家族で過ごして、電気
のない生活や電気のたいせつさ
について話し合ってみましょう。
電気の無駄遣いは地球のために
もお財布にもよくありません。
地球環境に優しいエコ活動を実
践していきましょう。

電気のたいせつさを知る
ライトダウンキャンペーン

Vol.13

　

農
業
振
興
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い

る
農
用
地
（
青
地
）

を
他
の
目
的
に
利

用
す
る
場
合
は
、

農
用
地
区
域
変
更

の
手
続
き
（
除
外
）
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
変
更
で
き
る
の
は
次
の
全
て
を

満
た
す
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

①
農
用
地
以
外
に
供
す
る
こ
と
が
必
要

　

か
つ
適
当
で
、
農
用
地
区
域
外
に
代

　

替
す
べ
き
土
地
が
な
い
（
必
要
性
・

　

代
替
性
の
根
拠
）

②
農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

　

用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い

　

（
集
団
性
・
連
た
ん
性
の
確
保
）

③
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
に
支
障
を
及

　

ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
（
担
い
手
の
利

　

用
集
積
の
保
護
）

④
土
地
改
良
施
設
の
有
す
る
機
能
に
支

　

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
（
農
業

　

用
の
施
設
の
保
護
）

⑤
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
完
了
後
８

　

年
を
経
過
し
て
い
る
（
公
共
投
資
の

　

あ
っ
た
土
地
）

注
意
事
項

■

農
地
転
用
、
開
発
許
可
な
ど
の
許
可

　

見
込
み
が
な
い
場
合
も
除
外
で
き
ま

　

せ
ん

■

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
は
、
具
体

　

的
な
転
用
計
画
が
あ
り
、
必
要
性
、

　

緊
急
性
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

除
外
後
、
１
年
以
内
に
転
用
の
手
続

　

き
が
さ
れ
て
い
な
い
土
地
は
、
農
用

　

地
区
域
へ
再
編
入
し
ま
す

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

問
合
せ　

農
業
振
興
課
振
興
係
（
内
線

２
４
７
）

農
用
地
区
域
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

農
用
地
を
他
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は

お知らせ

　

耕
作
が
放
棄
さ
れ
、
農
地
と
し
て
有

効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
は
、
病

害
虫
や
雑
草
の
発
生
源
と
な
り
、
周
辺

の
農
地
や
住
宅
へ
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か

り
で
な
く
、
ご
み
を
捨
て
ら
れ
る
な
ど

生
活
環
境
が
悪
化
す
る
原
因
に
な
る
お

農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

た
い
せ
つ
な
農
地
を
活
用
し
、
守
り
ま
し
ょ
う

お知らせ

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
は
、
草
刈
り
な
ど
適
正
な
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
作
物
を
栽

培
し
て
、
有
効
に
活
用
し
、
た
い
せ
つ

な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係

（
内
線
２
３
３
）

　

長
年
に
わ
た
り
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
、

市
民
の
模
範
と
な
る
よ

う
な
業
績
の
あ
っ
た
か

た
に
、
こ
の
ほ
ど
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
母
子
保
健
推
進
員

山や
ま

口ぐ
ち

東と

洋よ

子こ

（
本
町
二
丁
目
）、川か

わ

島し
ま

喜き

美み

江え

（
仲
町
）、櫻

さ
く
ら

井い

弓ゆ
み

子こ

（
西
本
町
）、

島し
ま

田だ

チ
ヱ
子こ

（
台
宿
町
）、中な

か

込ご
め

比ひ

呂ろ

子こ

（
朝
日
町
）、井い

戸ど

喜き

美み

子こ

（
城
町
）、室む

ろ

田た

惠え

美み

子こ

（
当
郷
町
）、坂さ

か

村む
ら

道み
ち

子こ

（
四

ツ
谷
町
）、磯い

そ

米よ
ね

子こ

（
大
島
町
）、増ま

す

山や
ま

志し

津づ

子こ

（
南
美
園
町
）、半は

ん

田だ

照て
る

代よ

（
楠
町
）、

栗く
り

原は
ら

や
す
子こ

（
新
宿
一
丁
目
）、田た

村む
ら

次つ
ぎ

子こ

（
緑
町
二
丁
目
）、石い

し

河か
わ

ち
づ
る
（
美

園
町
）、鑓や

り

田た

菊き
く

江え

（
西
美
園
町
）、根ね

岸ぎ
し

千ち

代よ

子こ

（
富
士
原
町
）、荒あ

ら

井い

君き
み

惠え

（
富

士
原
町
）、橋は

し

本も
と

美み

映え

（
分
福
町
）、清し

水み
ず

あ
え
子こ

（
野
辺
町
）、青あ

お

木き

和か
ず

子こ

（
上
三

林
町
）、島し

ま

野の

正ま
さ

子こ

（
上
三
林
町
）、荻お

ぎ

原わ
ら

し
づ
江え

（
下
三
林
町
）、小こ

滝た
き

レ
イ
子こ

（
大

谷
町
）、渡わ

た

邉な
べ

惠め
ぐ
み

（
赤
土
町
）、佐さ

藤と
う

惠え

美み

子こ

（
松
沼
町
）、豊と

よ

島し
ま

と
く（
西
高
根
町
）、

飯い
い

塚づ
か

マ
キ
ヱ
（
西
高
根
町
）、中な

か

村む
ら

美み

由ゆ

喜き

（
木
戸
町
）、海う

ん

野の

和か
ず

子こ

（
岡
野
町
）、

関せ
き

口ぐ
ち

晴は
る

江え

（
足
次
町
）、山や

ま

根ね

明あ
き

子こ

（
足

次
町
）

市
青
少
年
育
成
推
進
員

小こ

島じ
ま

敏と
し

明あ
き

（
北
成
島
町
）、高た

か

瀬せ

容ま
さ

明あ
き

（
緑

町
二
丁
目
）、青あ

お

木き

和か
ず

子こ

（
富
士
原
町
）、

亀か
め

山や
ま

規の
り

男お

（
小
桑
原
町
）、兵

ひ
ょ
う

藤ど
う

晃こ
う

一い
ち（

朝

日
町
）、多た

田だ

善よ
し

洋ひ
ろ

（
本
町
四
丁
目
）、篠し

の

原は
ら

啓ひ
ろ

志し

（
小
桑
原
町
）、飯い

い

塚づ
か

誠ま
こ
と

（
近
藤

町
）、村む

ら

田た

義よ
し

隆た
か

（
加
法
師
町
）、長は

谷せ

川が
わ

功い
さ
お

（
本
町
一
丁
目
）、山や

ま

口ぐ
ち

英ひ
で

雄お

（
成
島

町
）、田た

中な
か

一か
ず

雄お

（
成
島
町
）、長な

が

沼ぬ
ま

美み

代よ

志し

（
大
島
町
）、浜は

ま

和か
ず

洋ひ
ろ

（
若
宮
町
）、奥お

く

沢ざ
わ

一か
ず

男お

（
城
町
）、半は

ん

田だ

力つ
と
む

（
当
郷
町
）、

斉さ
い

藤と
う

博ひ
ろ
し

（
上
赤
生
田
町
）、早は

や

川か
わ

勉つ
と
む

（
上

赤
生
田
町
）、中な

か

島じ
ま

一か
ず

治は
る

（
赤
生
田
町
）、

森も
り

田た

悦え
つ

司じ

（
羽
附
町
）、半は

ん

田だ

順の
ぶ

春は
る

（
楠

町
）、多た

田だ

征ま
さ

訓の
り

（
東
美
園
町
）、小お

田だ

嶋じ
ま

克か
つ

明あ
き

（
美
園
町
）、石い

し

塚づ
か

栄え
い

一い
ち

（
苗
木
町
）、

恩お
ん

田だ

昭し
ょ
う

一い
ち

（
野
辺
町
）、神か

ん

藤ど
う

俊し
ん

輔す
け

（
上

三
林
町
）、金か

ね

子こ

忠た
だ

雄お

（
入
ヶ
谷
町
）、菅す

が

原わ
ら

武た
け

雄お

（
大
谷
町
）、蓼た

で

沼ぬ
ま

一か
ず

宏ひ
ろ

（
日
向

町
）、川か

わ

島し
ま

吉き
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
上
三
林
町
）、増ま

す

田だ

節せ
つ

男お

（
つ
つ
じ
町
）、飯い

い

塚づ
か

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
当

郷
町
）、宇う

治じ

川が
わ

和か
ず

宏ひ
ろ

（
当
郷
町
）、坂さ

か

村む
ら

吉よ
し

信の
ぶ

（
四
ツ
谷
町
）、川か

わ

辺べ

登の
ぼ
る（

大
島
町
）、

中な
か

村む
ら

聡さ
と
し

（
大
島
町
）、田た

沼ぬ
ま

茂し
げ

夫お

（
大
島

町
）、山や

ま

本も
と

紀の
り

夫お

（
大
島
町
）、山や

ま

崎ざ
き

正し
ょ
う

一い
ち（

大

島
町
）、長は

谷せ

川が
わ

秀ひ
で

則の
り

（
大
島
町
）、鈴す

ず

木き

修し
ゅ
う

治じ

（
羽
附
旭
町
）、尾お

川が
わ

千ち

香か

（
緑
町

一
丁
目
）、尾お

花ば
な

正ま
さ

貴た
か

（
松
原
一
丁
目
）、

川か
わ

村む
ら

麻ま

紀き

（
青
柳
町
）、宮み

や

内う
ち

あ
や
（
西

高
根
町
）、水み

ず

野の

和か
ず

博ひ
ろ

（
高
根
町
）、前ま

え

原は
ら

英ひ
で

明あ
き（

大
谷
町
）、柏

か
し
わ

瀬せ

俊と
し

明あ
き

（
岡
野
町
）、

小こ

林ば
や
し

良り
ょ
う

輔す
け

（
傍
示
塚
町
）、
青あ

お

木き

一か
ず

浩ひ
ろ

（
下

早
川
田
町
）

統
計
調
査
員

太お
お

田た

信し
ん

也や

（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

市
民
の
模
範
と
し
て
尽
力
し
た
か
た
に

感謝状

　
花
ハ
ス
遊
覧
船

と
き
　
７
月
10
日
㈭
～
８
月
15
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時（
随
時
運
行
）

と
こ
ろ　

つ
つ
じ
が
岡
公
園
渡
船
乗
り
場

費
用　

大
人　

７
０
０
円
、
小
学
生
以

下　

３
０
０
円

※
20
人
以
上
の
団
体
は
１
割
引
（
要
予
約
）

※
つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン
で
の
ラ
ン

　

チ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
、
お
得
な
乗

　

船
券
も
販
売
し
ま
す

問
合
せ　

城
沼
観
光
㈱
（
℡
73-

７
８

０
０
）、又
は
市
観
光
協
会
（
花
の
ま
ち

観
光
課
内　

内
線
２
５
２
）

ぽ
ん
ち
ゃ
ん
と
巡
る
花
ハ
ス
モ
ー
ニ
ン

グ
ク
ル
ー
ズ

と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
１
日
㈮
・
２
日

㈯　

午
前
７
時
50
分
・
つ
つ
じ
が
岡
公

園
正
面
券
売
所
集
合　

午
前
10
時
・
つ

つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン
解
散
（
予
定
）

定
員
　
各
日
20
人
（
先
着
順
）

内
容　

城
沼
花
ハ
ス
ク
ル
ー
ズ
乗
船
、

同
パ
ー
ク
イ
ン
で
花
ハ
ス
見
学
・
軽
食

参
加
費
（
弁
当
・
乗
船
代
、
保
険
料
）

大
人　

２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下　

１
６
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
10
日
㈭
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
同
協
会
へ　
　
　

世
界
の
花
ハ
ス
展
・
ハ
ス
の
お
食
事
・

お
土
産

と
き
　
７
月
10
日
㈭
～
８
月
15
日
㈮　

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

つ
つ
じ
が
岡
パ
ー

ク
イ
ン
（
℡
75-

８
４
８
４
）

遊
覧
船
で
巡
る
、
夏
の
城
沼
花
ハ
ス
ま
つ
り

遊
覧
船
に
乗
っ
て
花
ハ
ス
を
間
近
で
観
ま
せ
ん
か

イベント

世
界
一
を
誇
る
つ
つ
じ
と
花
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
へ

▪
つ
つ
じ
が
岡
営
業
者
組
合

▪
３
万
円
　
匿
名 

教
育
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
業
へ

▪
20
万
円　

館
林
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
へ

▪
10
万
円　

㈲
金
沢
工
務
店

▪
10
万
円　

館
林
市
一
般
廃
棄
物
処
理

　

事
業
協
同
組
合

▪
４
万
９
０
０
０
円
　
第
23
回
ふ
る
さ

　

と
づ
く
り
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
「
フ

　

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
出
店
者
一
同

▪
２
万
１
３
２
１
円　

リ
サ
イ
ク
ル
品

　

抽
選
会
当
選
者
一
同

▪
１
万
４
４
５
０
円　

館
林
広
域
再
生

　

資
源
事
業
協
同
組
合

館
林
市
制
施
行
60
周
年
記
念
に
関
す
る

事
業
へ

▪
川か

わ

島し
ま

康や
す

宏ひ
ろ

▪
３
０
０
万
円　

館
林
信
用
金
庫

▪
60
万
円　

館
林
地
域
食
品
産
業
協
議
会

▪
30
万
円　

館
林
管
工
設
備
協
同
組
合

▪
20
万
円　

邑
楽
館
林
ガ
ス
事
業
協
同

　

組
合

▪
20
万
円　

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

　

ラ
ブ

▪
10
万
円
　
館
林
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

市
へ
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
各
事
業
へ
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

寄　附



62014．7．17 広報たてばやし

●代表☎72 - 4111

●対象マーク（主な対象者）
※全員対象はマークなし
　…中学生以下
　…高校生以上
　…65歳以上

子
大
高

広
告

情報
アラカルト

広
告

Information 
a la carte

と
こ
ろ　

図
書
館

対
象　

幼
児
、
児
童
と
保
護
者

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

内
容
　 

「
か
に
こ
ち
ゃ
ん
と
さ
る

ど
ん
」、「
ま
ね
っ
こ
ブ
ー
ち
ゃ
ん
」

参
加
費　

無
料

申
込
み　

７
月
８
日
㈫
の
午
前
９

時
か
ら
、
同
館
で
入
場
券
を
配
布

問
合
せ　

同
館（
℡
74

─

２
３
４
６
）

　
暑
い
ま
ち
館
林
で
環
境
に
優
し

い
工
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

お
知
ら
せ

　

渡
瀬
公
民
館
は
、
現
在
増
築
工

事
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
（
予
定
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
内
線
２
２
７
）

と
き　

7
月
25
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員　

30
人

テ
ー
マ　

 

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
な

に
？

─

わ
が
子
を
被
害
者
に
も
、

加
害
者
に
も
さ
せ
な
い
た
め
に

─

」

講
師　

茂も

ぎ木
直な

お

子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
こ
ば
え
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
16
日
㈬

ま
で
に
、
電
話
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
市
民
協
働
課
共
同
参
画
係
（
内

線
６
８
７　

kyodo@
city.tat

ebayashi.gunm
a.jp

）
へ

　

キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
の
ウ
イ
ル

ス
病
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
や
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
類
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
な
ど

の
害
虫
に
よ
っ
て
伝
染
し
ま
す
。

こ
の
害
虫
は
４
～
10
月
に
多
く
発

生
し
ま
す
が
、
ま
ん
え
ん
防
止
に

は
農
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体

で
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　

家
庭
菜
園
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
な

ど
で
植
物
を
栽
培
さ
れ
る
か
た
は
、

栽
培
が
終
了
し
た
ら
速
や
か
に
抜

き
取
り
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
地
区
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
（
℡
74

─

２
２
５
７
）、又

は
市
農
業
振
興
課
振
興
係
（
内
線

２
４
７
）

　

人
形
劇
団
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
に

よ
る
人
形
劇
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

８
月
８
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

テ
ー
マ　

 

「
ひ
と
と
動
物
の
ふ
れ

あ
い
」

※
動
物
だ
け
の
写
真
で
は
な
く
、

　

人
と
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
の
愛
情

　

あ
ふ
れ
た
作
品

写
真
の
サ
イ
ズ　

■

プ
リ
ン
ト
作
品　

カ
ラ
ー
プ
リ

　

ン
ト
の
キ
ャ
ビ
ネ
判
、
又
は
２

　

Ｌ
判

■

デ
ジ
タ
ル
作
品　

フ
ァ
イ
ル
形

と
き　

７
月
30
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
・
市
役
所
５
０
３
会
議
室
集

合　

午
前
11
時
30
分
解
散（
予
定
）

と
こ
ろ
　
東
洋
水
産
㈱
関
東
工
場

（
赤
生
田
本
町
）

※
都
合
に
よ
り
見
学
先
な
ど
が
変

　

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

以
上
の
児
童
と
保
護
者

定
員　

25
人

（
申
し
込
み

多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
18
日
㈮  

 

（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
直
接
、
又
は
郵
送
で

同
工
業
労
政
係
（
〒
３
７
４

─

８

５
０
１　

市
役
所
内　

内
線
２
０

６
）
へ 

※
１
通
に
つ
き
１
家
族
の
み
有
効

　

式
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ　

フ
ァ
イ
ル
サ
イ

　

ズ
３
Ｍ
Ｂ
以
内

※
応
募
は
１
人
３
点
ま
で
と
し
、

　

フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
縮
小
を
除
き
、

　

加
工
し
て
い
な
い
作
品

※
詳
し
く
は
、
応
募
用
紙
裏
面
の

　

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
19
日
㈫  

 

（
必
着
）
ま
で
に
、
写
真
と
応
募

用
紙
（
地
球
環
境
課
、
各
公
民
館
、

各
児
童
館
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
持
参
、
郵
送
、

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
環
境
保
全
係 

 

「
動
物
愛
護
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

担
当
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１

市
役
所
内　

内
線
４
５
３　

ka
nkyo@

city.tatebayashi.gunm
a.jp

）
へ

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
１
通
に
つ

　

き
１
作
品
と
し
、
画
題
、
氏
名
、

　

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
件

　

名
に
「
動
物
愛
護
写
真
コ
ン
テ 

　

ス
ト
応
募
」
と
記
載

と
き　

８
月
21
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
・
館
林
市
役
所
集
合　

午
後

４
時
解
散
（
予
定
）

と
こ
ろ　

カ
ル
ピ
ス
㈱
群
馬
工
場  

 

（
大
新
田
町
）、東
洋
大
学
板
倉
キ

ャ
ン
パ
ス
（
邑
楽
郡
板
倉
町
）

対
象　

館
林
・
太
田
市
及
び
邑
楽

郡
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保
護

者
（
保
護
者
は
１
家
庭
１
人
。
子

ど
も
又
は
保
護
者
だ
け
の
参
加
不
可
）

定
員　

40
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
22
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
に
、
参
加
者
全
員

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、年
齢
（
学
年
）、、電
話
番

号
を
記
入
し
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
館
林
行
政

県
税
事
務
所
（
〒
３
７
４

─

０
０

２
９　

仲
町
11

─

10　

℡
72

─

４

４
１
５　

73

─

７
８
５
８　

tategyou@
pref.gunm

a.lg.jp

） 

へ

※
申
し
込
み
は
１
家
庭
１
通
と
し
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に「
バ

　

ス
ツ
ア
ー
申
込
」
と
記
載
し
て

　

く
だ
さ
い

　

苦
手
な
人
も
好
き
に
な
る
、
お

い
し
い
ニ
ガ
ウ
リ
料
理
を
教
え
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
１
時
30
分　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

内
容　

ニ
ガ
ウ
リ
料
理
の
調
理
実

習
と
試
食
、
講
話

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
８
日
㈫

か
ら
、
健
康
推
進
課 

（
同
セ
ン
タ

ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

募
集

●
市
民
献
血
　
７
月
18
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
。　

社
会
福
祉
課
社
会
係
（
内
線
６
３
０
）

●
市
制
施
行
60
周
年
記
念
広
報
写
真
展
開
催
中
　
７
月
17
日
㈭
ま
で　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
。　

秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内
線
３
４
３
）

東
洋
大
学
＆
企
業
見
学

親
子
バ
ス
ツ
ア
ー

大
子

渡
瀬
公
民
館
の
工
事
に
伴
う
休
館

催
し
物

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

ホームページのお役立ちコーナーから相続税・贈与税のシミュレーションができます
☞贈 与 税 ・ 相 続 税 　 無 料 相 談 受 付 中 ( 土 ・ 日 可 ） 

関東信越税理士会所属

○ 税 務 相 談 ・ 税 務 代 理 ・ 税 務 書 類 の 作 成 ○
○ 　 　  記 帳 代 行 ・ 決 算 書 類 の 作 成 　 　  ○

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

野
菜
の
病
害
虫

ま
ん
え
ん
防
止
に
ご
協
力
を

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

図
書
館
夏
休
み
人
形
劇

子
大

夏
休
み
親
子
工
場
見
学

子
大

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

メガネ 補聴器 サングラス

城沼バードウオッチング
とき　８月３日㈰　午前８時・
尾曳駐車場集合　午前10時解散
ところ　城沼周辺
内容　城沼に集まるさまざまな
野鳥を分かりやすく解説します
参加費　1 0 0円（保険料）
持参する物　筆記用具、双眼鏡
 （貸し出し用あります）
申込み　当日会場へ
※観察会終了後から正午まで、
　城沼公民館で野鳥などのスラ
　イド映写会を行います
問合せ　太

お お

田
た

進
すすむ

さん（日本野鳥
の会群馬館林分会　℡74 ー 2737）、
又は市地球環
境課環境保全
係 （内線 453）

前年度最優秀作品

使って覚える！
インターネット講座
とき　９月２日㈫～16日㈫の
火 ・金曜日　午後７時～９時
（全５回）
ところ　郷谷公民館
定員　20人（申し込み多数の
場合は抽選）
内容　インターネットの基本、
情報検索、メールの活用など
を学びます
参加費　2,000円（教材費など）
申込み　７月22日㈫の午後６
時から７時までに、同公民館へ
問合せ　松

ま つ

尾
お

隆
た か し

さん（生涯学
習館林市民の会　℡080 - 54
29- 5389）、又は市生涯学習課
生涯学習係（内線2 2 4 ）

夏
を
乗
り
切
る
ニ
ガ
ウ
リ
教
室

　

広
報
た
て
ば
や
し
６
月
15
日

号
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た 

 

「
館
林
高
等
看
護
学
院
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
体
験
入
学
」

の
問
合
せ
電
話
番
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
℡

73
─

７
１
７
５
」
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正
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●代表☎72 - 4111
●対象マーク（主な対象者）　※全員対象はマークなし
　…中学生以下　　…高校生以上　　…65歳以上

広
告

子 大 高高
情 報 ア ラ カ ル ト

Information a la carte

市
に
お
け
る
６
年
間
の
調
査
結
果

か
ら
～
」

講
師　

小こ

せ瀬
博ひ

ろ
ゆ
き之
さ
ん
（
東
洋
大

学
教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
大
学
板
倉
事
務
課（
℡

82

─

９
１
０
９
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
政
係
（
内
線
２
４
６
）

と
き　

８
月
22
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
５
か
月
～
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容　

魚
を
使
っ
た
調
理
実
習
と

自
由
研
究
指
導

と
き　

８
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時

内
容　

図
書
館
の
本
を
使
っ
た
調

べ
方
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
の
相
談

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

共
通
事
項

と
こ
ろ　

図
書
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

同
館

と
き　

７
月
22
日
㈫　

午
後
５
時

30
分
～
６
時
30
分

と
こ
ろ　

郷
谷
公
民
館

テ
ー
マ　

 

「
日
本
一
暑
い
ま
ち
で

夏
を
涼
し
く
過
ご
す
に
は
～
館
林

と
き　

７
月
27
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
２
～
４

年
生
（
小
学
２
・
３
年
生
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

内
容　

イ
ソ
ッ
プ
物
語
「
あ
り
と

キ
リ
ギ
リ
ス
」
を
題
材
に
し
て
、

読
書
感
想
文
の
書
き
方
を
学
び
ま
す

講
師　

廣ひ
ろ

瀬せ

均ひ
と
し

さ
ん
（
羽
生
市
立

羽
生
南
小
学
校
教
諭
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
12
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

　

せ
ん

講
座
「
自
由
研
究
　
は
じ
め
の
一
歩

～
図
書
館
で
調
べ
方
を
学
ぼ
う
！
～
」

と
き　

８
月
12
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

テ
ー
マ
の
決
め
方
や
進
め

方
、
ま
と
め
方
な
ど
を
学
び
ま
す

申
込
み
　
７
月
12
日
㈯
の
午
前
９

時
か
ら
、
図
書
館
（
℡
74

─

２
３

４
６
）
へ

き
も
だ
め
し
大
会
と
お
化
け
作
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

き
も
だ
め
し
大
会
の
準
備
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

７
月
18
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

試
食
・
交
流
会

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
16
日
㈬

か
ら
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン
タ

ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員

　

が
子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す

と
き　

８
月
１
日
㈮　

午
後
２
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人

テ
ー
マ　

 

「
生
活
習
慣
病
と
歯
周

病
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
30
日
㈬

ま
で
に
、
健
康
推
進
課
（
同
セ
ン

タ
ー
内　

℡
74-

５
１
５
５
）
へ

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

の
か
た

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

７
月
30
日
㈬
に
行
う
、
き

も
だ
め
し
大
会
の
お
化
け
作
り
と
、

当
日
の
お
化
け
役
な
ど

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

き
も
だ
め
し
大
会

と
き　

７
月
30
日
㈬　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
の
か
た

参
加
費　

無
料

申
込
み
　
当
日
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
西
児
童
館
で
整
理
券
を
配
布

※
ゴ
ー
ル
し
た
先
着
１
０
０
人
に

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す

共
通
事
項

と
こ
ろ　

西
児
童
館

問
合
せ　

同
館 （
℡
75-

４
３
１
１
）

と
き　

７
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

赤
羽
児
童
館

内
容
　
か
き
氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
無
料
配
布
、

大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
手
品

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
館
（
℡
72

─

４
１
５
５
）

と
き
　
８
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
㈱

館
林
工
場
（
大
新
田
町
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

ソ
ー
ス
を
使
っ
た
料
理
を

作
っ
て
試
食
し
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

７
月
12
日
㈯

の
午
前
10
時
か
ら
、
赤
羽
児
童
館

（
℡
72

─

４
１
５
５
）
へ

と
き　

８
月
22
日
㈮　

午
後
１
時

～
４
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

郷
谷
公
民
館

対
象　

邑
楽
館
林
地
域
の
特
別
支

援
学
校
な
ど
の
在
校
生
、
卒
業
生
、

保
護
者

内
容　

生
徒
の
卒
業
後
の
生
活
・

就
労
支
援
に
つ
い
て
情
報
交
換
や

相
談
を
行
い
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み　

７
月
11
日
㈮
ま
で
に
、

邑
楽
館
林
地
域
総
合
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
相
談
会
（
県
立
館
林
高
等

特
別
支
援
学
校
内　

℡
71

─

１
０

０
０
）
へ

問
合
せ　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談

会
、
又
は
市
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
（
内
線
６
７
３
）

館林 45×178 スミ 1C

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

保
健

●
城
沼
市
民
プ
ー
ル
休
場

７
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
が
休
場
に
な
り
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内　

☎
74-

２
６
１
１
）

離
乳
食
教
室

子
大

相
談

知
っ
て
役
立
つ
サ
イ
エ
ン
ス

歯
科
衛
生
士
の
ミ
ニ
講
演
会

読
書
感
想
文
の
書
き
方

子

プラネタリウム
リニューアルオープン特別番組

赤
羽
児
童
館
夏
祭
り

児
童
館

ソ
ー
ス
を
使
っ
て
ク
ッ
キ
ン
グ

子

き
も
だ
め
し
大
会
と

お
化
け
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 大

子

邑
楽
館
林
地
域
総
合
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
会

内容・期間
■ 一般番組「ＲＯＡＤ　ＴＯ　ＳＰＡ
　ＣＥ～たてばやしから宇宙へ～」
　７月８日㈫～11月30日㈰　
※投影時間約40分
※この番組は宝くじの助成金で制作し
　ました　
■ 子ども向け番組「ぽんちゃん☆コン
　太の大冒険～プラネタリウムで宇宙
　へ行こう～」 　７月８日㈫～８月31
　日㈰
※投影時間約30分
投影スケジュール

ところ　向井千秋記念子ども科学館
観覧料
■ 高校生以上　5 4 0円
■ 小・中学生　2 1 0円
※高校生以上は別途入館料（3 2 0円）
　がかかります
問合せ　同館（℡75 - 1515）

投影日 開始時刻 番組の種類

７月８日㈫～18日㈮
の平日

14：30 子ども向け
15：50 一般

７月12日㈯・13日㈰、
７月19日㈯～８月31
日㈰

10：00 子ども向け
11：30 一般
13：00 子ども向け
14：30 一般
15：50 一般

広報たてばやし　12月1日掲載

三味線・囲碁入門教室
津軽・秋田三味線
とき　８月１日㈮～10月10日㈮
の金曜日　午後７時～８時30分  
 （８月15日㈮を除く。全10回）
対象　小学４年生以上のかた
定員　10人程度（先着順）
内容　三味線の奏法練習
講師　佐

さ

藤
と う

紀
の り

夫
お

さん（館林民謡
民舞連盟会長）
参加費　約 3 , 0 0 0円（バチ・指
掛け代）
囲碁入門
とき　７月27日㈰・29日㈫・31
日㈭、８月５日㈫・７日㈭・９
日㈯　午前10 時～正午（全６回）
対象　小学３年生以上のかた
定員　20人程度（先着順）
内容　囲碁の基本ル
ールと対局
講師　増

ま す や ま よ し ひ ろ

山芳弘さん
（日本棋院館林中央
支部　県師範六段）他
参加費　無料
共通事項
ところ　三の丸芸術ホール
申込み・問合せ　７月８日㈫の
午前９時から、文化振興課芸術
文化係（同ホール内　℡75 - 30
30）へ

自
由
研
究
の
進
め
方

子



フォトキャンバス

市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

2014．7．1 1011 広報たてばやし

　全国のボート愛好者の交流を深める、全日本マス
ターズレガッタが５月24日・25日の２日間、城沼で
開催されました。全国各地から94団体約1 0 0 0人の
20代から80代の選手たちが参加。直線5 0 0mと１㎞
のコースを、種目や性別、年齢別に分かれてスピー
ドとチームワークを競い合いました。

マスターズレガッタ大会が開催
国内最大級のボートの祭典

　高齢者が同じ世代の悩みを持つ人の話し相手をする傾
聴ボランティアの養成講座が、６月５日から全３回にわ
たり、郷谷公民館で開催されました。参加者は、よい聴
き手になるため、ロールプレイや対話訓練を通して、話
を聴くことのたいせつさを学びました。

話を聴くことのたいせつさ
シニア傾聴ボランティア養成講座で学ぶ

　総合型地域スポーツクラブの設立を目指す「館林ジョ
イスポーツクラブ」が、6月15日、美園小学校でスポー
ツ体験イベントを行いました。参加者は各種スポーツ体
験をしたり講演会を聴いたりして、スポーツを通じた地
域づくりについて、楽しく学びました。

　　ジョイスポが第一歩をスタート！
　　　　　　　　　スポーツで育む元気なまち

　東保育園の園児たちが、６月３日に清掃センターを見
学しました。これは年長児童を対象に、ごみの減量や分
別、リサイクルのたいせつさを感じてもらうために毎年
行っています。園児たちは、ごみが巨大なクレーンを使
って運ばれていく様子などを見学しました。

暮らしに関わる施設を見学
僕たちが出したごみはどこに行くの？

　
18
歳
か
ら
農
業
に
従
事
し
、

自
ら
園
芸
店
も
経
営
し
て
き
た

坂
村
さ
ん
は
、
野
菜
作
り
は
も

ち
ろ
ん
花
木
の
知
識
も
豊
富
。

自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
が
、

園
芸
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
か

た
の
役
に
立
て
ば
と
、
グ
リ
ー

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取

得
。
現
在
は
、
公
民
館
な
ど
で

園
芸
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

「
土
い
じ
り
は
心
に
潤
い
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
私
の
持
っ

て
い
る
知
識
で
た
く
さ
ん
の
人

が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
幸

せ
で
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
小
人

数
で
も
講
師
を
引
き
受
け
ま
す

よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
青
々
と
し
た
葉
を
広
げ
、
た

く
さ
ん
の
実
を
付
け
た
木
々
を

見
つ
め
な
が
ら
「
一
生
何
か
に

挑
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
す
坂

村
勲
さ
ん
。
館
林
で
は
珍
し
い

野
菜
や
果
樹
の
試
験
栽
培
を
始

め
て
約
８
年
。
所
有
す
る
畑
で

は
、
レ
モ
ン
や
プ
ラ
ム
、
ナ
タ

マ
メ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が

実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
裏
で
多
く
の

失
敗
も
経
験
し
て
き
た
坂
村
さ

ん
。「
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
に

失
敗
は
付
き
物
。
恐
れ
ず
常
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
、
私
に
と
っ

て
最
高
の
人
生
だ
っ
た
と
笑
え

る
気
が
し
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

profile
昭和16年、現在の羽附町に生まれる。18
歳からキュウリやトマトの栽培に従事し、
45歳のときに㈲坂徳園芸を立ち上げる。
８年前からさまざまな作物の試験栽培に
取り組み始め、現在は、自分の持つ園芸
の知識を役立てたいと力を注ぐ。

file_240

たくさんの人を笑顔にしたい！

（羽附町）
坂
さ か

村
む ら

　勲
いさお

さん

※グリーンアドバイザー。公益社団法人日本家庭園芸
　普及協会が認定する花と緑の指導・助言者。栽培の
　知識や、園芸・ガーデニングの魅力などを伝える

挑
み
続
け
る
こ
と
こ
そ

　
私
に
は
最
高
の
人
生
！
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図書館

科学館

施設
だより

体育館

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

市文化施設の
情報を
お知らせします

施 設
だ よ り

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

道
し
る
べ

市
内
に
眠
る

歴
史
と
文
化
の

足
跡
を
訪
ね
て
…

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

※参加費は無料です
スポーツ振興課

（城沼総合体育館内　℡74- 2611）
15

とき 会場 催し物

18日㈮・
19日㈯ 展 菱馬テクニカ展示会

７
月

21日㈷ 芸 木崎市川ピアノ教室発表会

24日㈭～
27日㈰ 展 陶芸教室悠遊工房展

26日㈯ 芸 因幡晃コンサートツアー
2014

広報たてばやし

　文政９年（1826）に建てられた道標。正面に
「月山／湯殿山／羽黒山」とあり、出羽三山で
の修行を記念して建てたと考えられます。
　台には「東　こが道」などの他、願主の名や
「羽根附村」と刻まれています。周辺の同年代
の道標には「羽附村」とあり、村の名を表す際、
いろいろな当て字がされていたのが分かります。

※６月15日現在の情報です

夜間天体観望会「土星を見よう」
とき　７月12日㈯・19日㈯　午後７時～８時30分
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
とき　７月13日㈰・27日㈰　
午後１時50分～２時20分
※雨天・曇天の場合は
　施設公開のみ
サイエンスショー
「光と色の大実験　パート２」
とき　７月20日㈰　午後１時50分～２時20分
「夢のシャボン玉」
とき　８月３日㈰　午後１時50分～２時20分
公開電子顕微鏡
とき　８月２日㈯　午後１時50分～２時20分
えほんdeかがく
　「空気」をテーマに、科学絵本の読み聞かせ
や実験を行います。
とき　８月３日㈰　午後２時30分～３時

芸：ホール　展：展示室（７月15日～８月14日）

バレエと音楽・映像が創り出すロシアの芸術美。世界トップのバ
レエダンサーや、本市出身の清

きよたき

瀧千
ち

晴
はる

さん、市内バレエ教室の子
どもたちも出演します。

　第50回群馬県スポーツ少年団大会東毛ブロック剣道大
会が、６月15日に城沼総合体育館で開催されました。同
大会は、８月に行われる県大会への出場権をかけた予選
会を兼ねており、本市や近隣市町から11団体1 9 0人が出
場しました。選手たちはスポーツマンシップにのっとっ
た、正々堂々とした試合で日頃の鍛錬の成果を発揮。結
果、館林からは、館林赤羽剣友会11人、慈光神武館３人
の計14人が県大会への出場権を獲得しました。

少年少女剣士が、県大会を目指して熱戦！

催し物ご案内＆三の丸芸術ホール催し物スケジュール

イリーナ・ペレン、マラト・シェミウノフ＆清瀧千晴
フィーチャリング　ロシア芸術美　バレエ　ガラ・コンサート

とき　８月17日㈰　午後２時開演
ところ　文化会館大ホール
演目　白鳥の湖、くるみ
割り人形他
チケット　
■指定席　4 , 0 0 0円
■自由席　3 , 0 0 0円
販売　文化会館窓口で販
売中

出羽三山修行の道標
楠町（他宗場不動堂境内）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

７月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■文化会館・７日㈪・℡74 - 4111
■三の丸芸術ホール・７日㈪・℡75 - 3030
■城沼総合体育館・25日㈮・℡74 - 2611新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

７月16日㈬ ふるさとがえり

７月19日㈯ マーリー　世界一おバカな犬が教え
てくれたこと（吹き替え版）

７月20日㈰ マーリー　世界一おバカな犬が教え
てくれたこと（字幕版）

８月２日㈯ ライラの冒険　黄金の羅針盤（吹き
替え版）

８月３日㈰ ライラの冒険　黄金の羅針盤（字幕版）

８月６日㈬ 戦場ぬ童

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

７月20日㈰ 塔の上のラプンツェル

８月３日㈰ トイストーリー　２

　なぜ翌日のカレーはおいしいのか、な
ぜ納豆は粘々しているのかなど、おなじ
みの料理や食材の謎を、科学的な視点か
ら明らかにします。（一般書）

稲垣栄洋／著　家の光協会
一晩置いたカレーはなぜおいしいのか

　人気の職業で、第一線で働いている先
輩たちに取材し、リアルな姿を紹介。そ
の仕事に就くためのヒントや読者へのメ
ッセージも載っています。（児童書）

朝日中学生ウイークリー編集部／編　朝日学生新聞社
仕事を選ぶ―先輩が語る働く現場64

お話しと紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加者の年齢に
応じて選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く） 清瀧千晴

　
とき　８月31日㈰まで　午前９時～午後５時（入館
は午後４時30分まで）
※月曜日（祝日を除く）、７月22日㈫は休館（第一資
　料館は７月31日㈭、８月29日㈮も休館）
ところ　第一・第二資料館
内容　上毛モスリンや館林の織物の歴史を紹介
解説会（予約不要・参加費無料）　７月６日㈰、８
月３日㈰　午前11時～11時30分
※第一資料館のみ

富岡製糸場と絹産業遺産群　世界遺産登録
記念企画展「館林の近代産業と織物」開催中！

第二資料館 第一資料館
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つつじ会

問
合
せ
　
秋あ

き

山や
ま

晴は
る

代よ

さ
ん
（
℡
０
９

０

─

２
４
７
１

─

４
０
１
１
）

　
つ
つ
じ
会
は
、「
明
る
く
、 

楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

美
し
い
自
然
の
中
で
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
仲

間
づ
く
り
を
行
う
グ
ル
ー

プ
で
す
。
定
例
会
は
毎
月

第
３
土
曜
日
に
開
催
し
て

お
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
活
動
内
容
を
中

心
に
、
雑
談
を
交
え
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
話
し
合
い
ま
す
。

　

今
後
は
旅
行
な
ど
も
企

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送

り
た
い
と
考
え
て
い
る
60

歳
以
上
の
か
た
、
私
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。

献立　№47

キュウリとワカメの酢の物に手を加え、梅干しの酸味を生かしたさっぱり和え
物です。えのき茸

だ け

や刺身こんにゃくを加えることで、歯応えも楽しむことがで
きます。暑い日には、冷ややっこにかけてもさっぱりとしておいしいですよ♪
手軽に作れますので、ぜひお試しください。

材　料（４人分）
■ キュウリ　　　　　　　　　　　　２本
■ 乾燥ワカメ　　　　　　　　　　　大２
■ 梅干し（中）　　　　　　　　　　２個
■ えのき茸　　　　　　　　　　　 1/2 袋
■ 刺身こんにゃく　　　　　　　　　50ｇ
■ しゅうゆ　　　　　　　　　　　　大１
■ 砂糖　　　　　　　　　　　　　　大１　
■ かつお節　　　　　　　　　　　　少々

きゅうりとわかめ
の梅肉和え

一人前当たり28kcal

作り方
①キュウリは小口切りにする。ワカメは水
　で戻す。えのき茸は３㎝に切り、ワカメ
　といっしょにさっとゆでておく。梅干し
　は種を取っておく
②キュウリ、ワカメ、えのき茸、刺身こん
　にゃくを混ぜ合わせる
③梅干し、しょうゆ、砂糖、かつお節を加
　えて味をなじませたら完成

　７月31日㈭の午後３時から向井千秋記
念子ども科学館で行います。傍聴を希望
するかたは当日会場へお越しください。
（団体の場合は事前申込みが必要）
※定員　15人（先着順）
※問合せ　教育総務課総括係（内線2 1 8）

○表紙の写真
　６月22日まで花
菖蒲まつりが開催
され、色鮮やかな
花々が館林を彩り
ました。６月14日・
15日には花摘み娘
による花がら摘み
も行われました。
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